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１．はじめに 
 連続繊維ロープはアラミド繊維やビニロン繊維など

の高性能連続繊維を使用してロープ状に成形したもの

で，コンクリート用補強材として開発された．連続繊

維ロープは軽量で引張強度が高く，耐久性に優れ，腐

食しない．また，可搬性に優れ，容易に曲げ加工でき

るため，作業性が大幅に向上するなどの特長を有する． 
 これまでの引張試験に使用したアラミド繊維ロー

プは，室内の実験に使用することを前提として製造し

たもので，細径のロープを用いた 1，2)．本研究では，

実構造物に適用することを想定して約 5倍の断面積を

有する太径のアラミド繊維ロープの引張試験方法に

ついて検討した．さらに，連続繊維ロープの断面積の

違いが引張特性に及ぼす影響，いわゆる寸法効果につ

いても検討した． 
 
２．使用材料 
表 1は本研究で使用するアラミド繊維ロープの物性

を示している．T 社製アラミド繊維を 3 つよりのより

線状によった後，表面をウレタン樹脂で被覆し，連続

繊維ロープを成形した．ウレタン樹脂を被覆すること

によって，繊維のばらけが防止され，連続繊維ロープ

が若干硬くなり，取り扱い易くなった． 

 
表１ 連続繊維ロープの物性 

繊維の密度 断面積 単位質量

(g/cm3) (mm2) (g/m)
細径 1.39 11.5 16.0
太径 1.39 57.7 80.2

注）数値は使用する繊維自体の値である．

アラミド繊維ロープ

 
 
３．供試体の概要 
土木学会の「連続繊維補強材を用いたコンクリート

構造物の設計・施工指針（案）」の中で「定着用膨張

材を用いた引張試験方法」が提案されているので，こ

れを参考にして供試体を製作した 3)． 
 供試体の全長は 1350mm で，両端部 370mm の区

間はエポキシ樹脂を含浸して硬化させた．その後，長

さ 350mm，外形 42.7mm，厚さ 6.4mm の鋼管を挿入

し，定着用膨張材を充填した． 

供試体の種類を表２に示す．供試体 1～3 は，細径

のロープを使用したものである．供試体 4～6 は供試 

 
体 1～3 と同様に粘性の高い 2 液常温硬化型のエポキ

シ樹脂を使用した．供試体 7～9 は粘性の低い 2 液常

温硬化型のエポキシ樹脂を使用し，ロープの内部まで

充分に含浸させた． 
供試体 4～6は供試体 1～3と同様に定着用膨張材を

上下の鋼管に同時に充填した．しかし，定着用膨張材

は材料分離して，鋼管の下部に濃い成分が溜まる傾向

があるので，鋼管の付け根でロープに高い膨張圧を作

用させるために，供試体 7～9 は定着用膨張材を上部

の鋼管に充填した後に上下を反転させ，下部の鋼管の

上から膨張材を充填した． 
 

表２ 供試体の種類 

1，2，3 細径 高
4，5，6 太径 高

上下鋼管同時
上下鋼管同時

定着用膨張材の
充填方法

上部充填後
下部充填

7，8，9 太径 低

供試体 径 エポキシ樹脂
の粘性

 
 

４．試験方法および試験結果 
４．１ 試験方法 
 図１に示すように供試体の両端の鋼管を引張試験機

のチャックで直接つかんで引張力を与えた． 

 

 

図１ 引張試験状況 

 

４．２ 破断状況 
 供試体 1～3 は上部または下部の鋼管の付け根で 3
本のより線が同時に破断した（図２参照）． 

供試体 4～6 はエポキシ樹脂がロープの表面しか含

浸できなかったことに加えて，下部の鋼管の付け根付 
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図２ 供試体 1～3 の破断状況 

 

 
図３ 供試体 4～6 の破断状況 

 

 
図４ 供試体 7～9 の破断状況 

 

近の膨張圧が小さかったためにロープが抜け出した後，

1～3 本のより線が破断した（図３参照）． 
供試体 7～9は鋼管からのロープの抜け出しはなく，

定着部として十分な機能を有することが確認された．

しかし，ロープのよりが均一でなかったために上部ま

たは下部の鋼管の付け根で 2 本のより線のみ破断した

（図４参照）． 
４．３ 引張強度 
 各供試体の引張強度を図５に示す．供試体 1～3 の

引張強度の平均値は 2410N/mm2 となった．供試体 7
～9 の引張強度の平均値は 1340N/mm2 であり，供試

体 1～3 の 56％となった． 

 
図５ 引張強度 

 
５．まとめ 
今回行った実験から以下のことが結論として得られ

た． 
(1) 太径のアラミド繊維ロープの定着部に粘性の低い

エポキシ樹脂を含浸し，定着用膨張材の充填方法を改

良することによって，鋼管からロープが抜け出さず，

定着部として十分な機能を有することが確認された． 
(2) 太径のロープは均一によることが難しくなるため，

3 本のより線が同時に破断するという完全な破断には

至らず，細径のロープよりも引張強度が低下するとい

う寸法効果が認められた． 
(3) 連続繊維ロープの引張強度を求める際には，ロー

プの径に応じた適切な供試体を製作し，引張試験を行

う必要がある． 
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